
　令和３年１２月１４日（火）に昭和中学校１年生を対象に認知症サポーター
養成講座及び福祉教育を実施しました。
　昭和村役場地域包括支援センターの職員の協力の下、 「認知症サポーター
養成講座」並びに「私たちに出来ること」について考えました。認知症サポー
ター養成講座では認知症について正しい知識を学び、寸劇を通して対応の
方法などを学びました。受講終了後は認知症サポーターカードが手渡され
ました。
　その後は、 「車椅子の方が困っていたら・・【私たちにできること】」をグルー
プに分かれ考え、最後はリーダーによる発表を行い、考えを共有しまし
た。車椅子の方だけではなく、認知症の方や困っている方がいたらそっと
声をかけ、その時々に自分が出来ることを行うことがとても大切な事で
す。短い時間でしたが生徒たちは真剣に考え、とても有意義な時間を過ご
すことが出来たと思います。質疑応答では、多くの質問があり生徒たちに
興味を持ってもらえて嬉しく感じました。

昭和中学校１年生
認知症サポーター養成講座・福祉教育

認知症サポーター養成講座

福祉教育

あい…Ｉ（わたし）・愛情・助け合い・支
えあい

ゆう…Ｙｏｕ（あなた）・友情・優し
い
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基本理念
（平成２５年４月１日制定） 

私たちは、地域福祉を推進するために、地域の皆さんや関係機関と協力しあい、「誰もが幸せに」暮らせる福祉の村づくりを目指します。
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令
和
３
年
度

共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！！

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
新
型
感
染
症
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

私
た
ち
の
新
し
い
生
活
様
式
の
中
に
も
翻
弄
さ
れ
た
窮
屈
な
我

慢
が
継
続
し
た
１
年
で
あ
り
、
本
会
の
事
業
も
中
止
と
し
た
も

の
も
少
な
く
な
く
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
期
待
を
胸
に

新
た
な
寅
年
を
迎
え
た
こ
れ
か
ら
は「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」の
視
点

に
皆
さ
ま
の
声
を
聞
け
る
、
顔
を
合
わ
せ
る
場
を
設
け
て
い
け

る
よ
う
創
意
工
夫
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
安
心
、
安
全
な
生
活
様
式
に
は
至
ら

ず
、
今
後
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
当
協
議
会
も
利
用
者
さ
ま
や
行

事
等
へ
の
参
加
者
の
安
全
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
役
員
、
職
員
一

同
が
地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
協
力
し
合
い「
誰
も
が
幸

せ
」
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
、
新
た
な
活

動
計
画
を
策
定
し
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
で
従
前
の
日
常

生
活
が
営
ま
れ
、
元
気
な
笑
い
声
が
木
霊
す
る
昭
和
村
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
期
待
と
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

　

 

昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長

新

　木

　敬

　司

　
共
同
募
金
運
動
は
、
毎
年
１
回
、
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
、
民
間
社
会
福
祉
の
推

進
を
目
的
と
し
て
広
く
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
寄
付
金
の
募
集
・
管
理
・
配
分
は

「
共
同
募
金
会
」が
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
浄
財
は
民
間
社
会
福
祉

の
推
進
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
共
同
募
金
に
は

・
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
募
金
）
　

10
月
１
日
〜
3
月
31
日

・
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
　

12
月
１
日
〜
12
月
31
日

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　　
募
金
方
法
は
、
戸
別
募
金
・
法
人
募
金
・
学
校
募
金
・

職
域
募
金
・
イ
ベ
ン
ト
募
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
共
同
募
金
会
昭
和
村
支
会
で
行
っ
た「
赤
い
羽
根
募
金
」

及
び「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」で
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
を

始
め
、
村
内
企
業
・
福
祉
関
係
者
の
方
々
の
心
温
ま
る
ご

支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
募
金
運
動
に
際
し
ま
し
て
、
区
長
さ
ん
・
地
区
役
員
さ
ん
な
ど
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤い羽根募金

南小学校児童 様 昭和中学校生徒 様

社 協 だ よ り （第９１号）（２）令和４年２月１５日



の
使
わ
れ
み
ち

募
金

● 
戸
別
募
金…

…
…

…
…

９
２
０
、
０
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

学
校
募
金…

…
…

…
…

…

２
６
、
２
３
９
円

　
昭
和
中
学
校
生
徒
、
南
小
学
校
児
童
、
東
小
学
校
児

　
童
、
大
河
原
小
学
校
児
童

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

１
０
４
、
１
４
０
円

　
子
育
保
育
園
職
員
、
く
り
の
み
学
園
職
員
、
た
け
の

こ
学
園
職
員
、
な
ん
て
ん
の
実
職
員
、
久
呂
保
郵
便
局

職
員
、
糸
之
瀬
郵
便
局
職
員
、
菜
の
花
館
職
員
、
星
夜

の
森
学
舎
職
員
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
南
部
支
店
職
員
、
利

根
郡
信
用
金
庫
昭
和
支
店
職
員
、
昭
和
村
商
工
会
職
員
、

キ
ヤ
ノ
ン
電
子（
株
）赤
城
工
場
職
員
、
昭
和
村
役
場
職

員
、
昭
和
村
社
協
職
員

赤
い
羽
根
募
金

  

…
募
金
総
額 

１
、０
5
０
、3
7
9
円（
順
不
同
・
敬
称
略
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

  

…
募
金
総
額
１
、５
３
６
、５
４
６
円
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 

戸
別
募
金…

…
…

…
…

９
１
７
、
０
０
０
円

　
村
内
各
世
帯

● 

職
域
募
金…

…
…

…
…

…

６
２
、
３
０
５
円

　
昭
和
中
学
校
教
職
員
、
南
小
学
校
教
職
員
、
東
小

学
校
教
職
員
、
大
河
原
小
学
校
教
職
員
、
昭
和
村
役

場
職
員
、
昭
和
村
社
協
職
員

● 

法
人
募
金…

…
…

…
…

５
４
２
、
０
０
０
円

　
藤
井
石
材
店
、
堤
商
店
、
西
澤
自
動
車
、
高
橋
商

運
㈲
、
山
本
製
麺
所
、
高
瀬
設
備
、
㈲
澤
浦
組
、

森
下
診
療
所
、
中
桑
酒
店
、
吉
野
石
油
、
川
端
商

店
、
㈲
昭
和
衛
生
社
、
兵
藤
建
設
㈱
、
㈱
カ
ー

ド
ッ
ク
大
利
根
、
㈱
北
毛
久
呂
保
、
㈱
北
毛
遠
藤

信
蔵
、
池
田
種
苗
㈱
、
豊
野
車
体
、
石
坂
建
設

㈱
、
㈲
諸
田
葬
祭
総
合
ギ
フ
ト
、
㈱
あ
か
ぎ
チ
キ

ン
、
高
和
建
設
㈲
、
藤
井
電
設
、
今
成
歯
科
医

院
、
加
藤
エ
ン
ジ
ニ
ア
㈱
、
利
根
郡
信
用
金
庫
昭

和
支
店
、
原
沢
接
骨
院
、
㈱
ワ
ー
ナ
テ
ッ
ク
昭
和

工
場
、
美
角
屋
商
店
、
ピ
ー
ス
オ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
、
北
伸
運
輸
㈲
、
㈱
高
橋
舗
道
、
㈱
山
後
工
務

店
、
石
井
商
店
、
石
井
建
設
㈱
、
篠
田
商
店
、
㈱

治
田
造
園
土
木
、
髙
橋
モ
ー
タ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

松
井
商
店
、
高
原
オ
ー
ト
、
吉
野
牧
場
、
ア
ル

フ
ァ
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
㈱
タ
ウ
ザ
ン
ト
ヴ
ァ
ル

ト
、
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
㈱
、
グ
リ
ン
リ
ー
フ

㈱
、
竹
之
内
板
金
、
澤
浦
美
容
室
、
昭
和
ス
レ
ー

ト
、
茂
木
内
装
、
橋
本
理
容
所
、
萩
原
自
動
車
、

㈱
ヤ
マ
ダ
イ
フ
ー
ズ
、
河
内
屋
菓
子
店
㈲
、
㈱
ナ

カ
ム
ラ
、
㈱
マ
ル
キ
ホ
ー
ム
ズ
、
㈲
コ
ト
ブ
キ
印

刷
、
立
正
佼
成
会
沼
田
教
会
、
ホ
ワ
イ
ト
急
便

す
ー
ぱ
ー
こ
い
け
昭
和
店
、
㈱
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
、

　
三
誠
ク
リ
ー
ン
㈱
、
石
井
ガ
レ
ー
ジ

● 

そ
の
他
の
募
金…

…
…

…

１
５
、
２
４
１
円

　
子
育
保
育
園
発
表
会
観
覧
者
、
奥
利
根
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
今
成
歯
科
医
院（
受
付
募
金
箱
）、
匿
名
希

望
者

昭
和
村
で
は
…

　
赤
い
羽
根
募
金
は
群
馬
県
共
同
募

金
会
よ
り
県
内
の
福
祉
施
設
や
福
祉

団
体
に
配
分
さ
れ
、
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
は
群
馬
県
共
同
募
金
会
よ
り

全
額
が
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分

さ
れ
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
募
金

は
、
身
近
な
地
域
の
福
祉
活
動
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
敬
老
祝
品
の
贈
呈
、
オ
ム
ツ
給

付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
福
祉
作
文
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

● 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
オ
ム
ツ
給
付
、
お
せ
ち
料
理
の
配

達
、
出
産
祝
品
の
贈
呈
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
ま
す

● 

赤
い
羽
根
募
金

東小学校児童 様

大河原小学校児童 様

社 協 だ よ り（第９１号）（３） 令和４年２月１５日



入選者 ※（敬称略・順不同）

作文の部

　〈小学生低学年の部〉 
　　優 秀 賞　南小学校  ３年　　　南雲　凛音
　〈小学生高学年の部〉 
　　最優秀賞　南小学校  ６年　　　堤　　倖衣
　　佳　　作　南小学校  ６年　　　菊井　孔明
　〈中学生の部〉
　　最優秀賞　昭和中学校  ２年　　倉澤　　舞
　　優 秀 賞　昭和中学校  ２年　　武井佑季奈
　　優 秀 賞　昭和中学校  ２年　　新木　照未
　　優 秀 賞　昭和中学校  ２年　　井上　奈美
　　佳　　作　昭和中学校  ２年　　横坂　　響
　　佳　　作　昭和中学校  １年　　吉澤結夏菜

ポスターの部

　〈小学生低学年の部〉
　　優 秀 賞　大河原小学校  ２年　石井　奏多
　〈小学生高学年の部〉
　　最優秀賞　大河原小学校  ６年　戸丸　凛歩
　　優 秀 賞　大河原小学校  ６年　角田　　翠
　　優 秀 賞　大河原小学校  ５年　金子　悠乃
　　佳　　作　東小学校　　  ６年　見城　漣大
　　佳　　作　東小学校　　  ６年　石井陽來々

私の個性　あなたの個性

大河原小学校６年 戸丸凛歩 さん

□ポスターの部

最優秀賞
小学生高学年の部
最優秀賞
小学生高学年の部

令和３
最優秀賞

令和３年度令和３年度

福祉作文・ポスター コンクール福祉作文・ポスター コンクール福祉作文・ポスター コンクール
目 的 　明日を担う児童・生徒が日常生活の中で福祉について考え、気付きを通して「優しさ

や豊かな心を育むこと」を目的に福祉作文・ポスターコンクールを開催しました。作文
１４点、ポスター１３点の応募があり、そのうち作文９点、ポスター６点を入選作品と
しました。受賞者の表彰については、例年昭和の秋まつり（福祉まつり）において行って
おりましたが、今年度は行事自体が中止となり賞状及び記念品等の伝達は各学校を通
じ行っていただきました。

　１２月７日（火）に沼田市保健センターにおいて（一社）沼田青年会議所
と利根沼田ブロック市町村社会福祉協議会の「災害時における協力体制
に関する協定」締結式が開催されました。
　この協定は、利根沼田地域において、地震や風水害、また雪害等によ
る自然災害で住民生活に甚大な被害が発生した場合に、利根沼田ブロッ
ク市町村社会福祉協議会が被災者等を対象として支援活動を実施する災
害ボランティアセンターを設置･運営する際に、（一社）沼田青年会議所
が迅速かつ効果的な支援活動を行うため、利根沼田ブロック市町村社会
福祉協議会と（一社）沼田青年会議所が相互協定を締結するものです。
　締結式には、（一社）沼田青年会議所の理事長と利根沼田ブロック市町
村社会福祉協議会会長５名が出席をし、それぞれ「災害時における協力
体制に関する協定書」に署名し、協定を締結しました。

災害時における協力体制に関する協定を締結

社 協 だ よ り （第９１号）（４）令和４年２月１５日



福 祉 教 育

　
12
月
13
日（
月
）に
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開
催

し
、
24
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
沼
田
警
察
署
生
活
安
全
課
の
方
を
迎
え
、

「
特
殊
詐
欺
に
お
け
る
注
意
喚
起
」に
つ
い
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
員
に
よ
る
脳
ト
レ

を
行
い
午
前
中
を
終
え
ま
し
た
。

　
昼
休
み
に
は
お
弁
当
を
食
べ
、
お
風
呂
に
入
ら
れ
る

方
や
、
各
自
で
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
第
一
保
育
園
の
園
児
14
名
に
よ
る
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
ふ
れ
あ
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
歌
や
踊
り
に
癒
や
さ
れ
、
笑

顔
溢
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　

　１２月３日（金）・１７日（金）に南小学校４年生による福祉教育を
実施しました。
　１回目は南小学校体育館にて、イヤーカフとゴーグルを使用
した高齢者の体験学習を行い、２回目は社会福祉協議会にて福
祉車両の説明・体験、デイサービス施設見学を行いました。実
際に働くデイサービスの職員からも話を聞くことが出来まし
た。南小は３回目にデイサービスにて児童が考えたレクリエー
ションの実技があります。

　１２月７日（火）に東小学校４年生に
よる福祉教育を実施しました。
　当日は、福祉車両の説明・体験、車
いす体験、デイサービス施設の見学を
行いました。
　どんな工夫がされてるか考えること
で、相手の立場にたって考えることの
大切さを学びました。

都
道
府
県
を

　
　
　
探
そ
う
！

第
一
保
育
園
の

　
　
お
と
も
だ
ち
♪

東小学校南小学校

１２月３日：１回目福祉教育の様子 １２月１７日：２回目福祉教育の様子 福祉教育の様子

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

社 協 だ よ り（第９１号）（５） 令和４年２月１５日



社会福祉協議会役職員人事等公開
※令和４年１月１日現在
※社会福祉協議会は独自の役員報酬規程及び給与規程を定め運用をしています。

適用級

人　数

定　数
配置数

５級

事務局長

１名以下
０名

４級
事務局
次　長

２名以下
１名

３級
係長
主査

若干名
７名

２級

主任

若干名
３名

１級
主　事
主事補
若干名
１名

２．職員数及び役職配置数 計12名

役職名
人　数

報酬額

理　事

日額
2,000円

会　長

日額
6,000円

監　事

日額
2,000円

日額
1,000円

評議員 委員会委員

１．役員配置及び報酬額

手当名称

通勤手当

支　給　内　容

通勤距離が2㎞以上の職員に支給。距離に応じ月額2,000～11,300円。

扶養手当

資格手当 福祉関係の国家資格等有資格者（管理職は除く）に支給。月額2,000円を限度。

管理職手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当
期末手当

６．手当の内訳

社会福祉士
５名

介護福祉士
７名

看護師
１名

精神保健福祉士
２名

介護支援専門員
７名

４．有資格者数

訓 告
0名

戒 告
0名

減 給
0名

降 任
0名

停 職
0名

降 給
0名

降 格
0名

解 雇
0名

５．懲戒処分（令和３年１月１日～令和３年１２月３１日）延べ人数

平均年齢
平均給料月額

３．平均年齢及び平均給料月額

就業日
就業時間

７．就業日及び就業時間等

※実際の就業日及び就業時間は、上記を基本に各事業及び各業務
　の営業等に合わせて1ヶ月単位で定めています。

有給休暇
無給休暇

８．休暇の付与状況  

健康保険法の被扶養者のうち配偶者、子、父母のある職員に支給。配偶者・父母月額5,000円、子月額10,000円。

11名１名 ２名 20～25名 若干名

46歳
279,017円

正規の勤務時間外に勤務を命ぜられた職員（管理職は除く）に支給。１時間あたりの給料月額の100分の125～160。

6月1日及び12月1日に在職する職員に支給。給料月額と扶養手当月額合計の100分の255以内で支給。
勤勉手当 6月1日及び12月1日に在職する職員に支給。給料月額の100分の155を基本に勤務成績等に応じ支給。

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務に従事し、給与上特別な考慮が必要と
認められる職員に支給。手当の種類、範囲及び額は会長が定める。

管理又は監督の地位にある職員（係長以上）に支給。給料月額の100分の4～8。

月曜日～金曜日、年末年始及び国民の祝日は休み 年次有給休暇、特別休暇、病気休暇、忌引休暇
育児休業、介護休業午前8時15分～午後5時15分　内休憩1時間

令
和
３
年
度 

理
事
会
報
告

第
３
回 

理
事
会
　
令
和
３
年
12
月
９
日
開
催

議
案
第
１
号

　
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て…

全
員
賛
成

　
　
主
な
改
正
は
、新
年
度
の
事
業
運
営
に
必
要
と

な
る
勘
定
科
目
の
追
加
と
会
計
区
分
の
見
直
し

を
す
る
も
の
で
す
。

　議
案
第
２
号

　
令
和
３
年
度
補
正
予
算（
第
２
次
）に
つ
い
て

　
　
主
な
補
正
内
容
は
、前
年
度
繰
越
金
と
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
る
燃
料
費
の
増
額
計
上
等
で
す
。

　議
案
第
３
号

　
令
和
３
年
度
第
２
回
評
議
員
会
の
召
集
に
つ
い
て

　
　
評
議
員
会
召
集
の
決
議
を
求
め
る
も
の
で
す
。

社 協 だ よ り （第９１号）（６）令和４年２月１５日



　一
般
会
費

　
１
、０
０
０
円
×
１
、８
１
４
口

　
　
　
　
　
１
、８
１
４
、０
０
０
円

　　
特
別
会
費

　
５
、０
０
０
円
×
39
口

　
　
　
　
　
　
１
９
５
、０
０
０
円

　　
４
、０
０
０
円
×
４
口

　
　
　
　
　
　
　
１
６
、０
０
０
円

　　
賛
助
会
費

　
５
、０
０
０
円
×
10
口

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
、０
０
０
円

計
２
、０
７
５
、０
０
０
円

昭
和
村
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
３
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰

〈日常生活自立支援事業〉をご存じですか？
　高齢や障害により、日常の生活に不安
のある方が地域で安心して生活ができる
ように支援を行います。社会福祉協議会
が本人との契約に基づき、福祉サービス
の利用援助を中心に、日常的な金銭管理
や重要書類等の預かり・保管などの支援
を通して、高齢者や障害のある方等の権
利擁護を図ることを目的とした事業です。

社
会
福
祉
協
議
会

　会
費
納
入
の
お
礼

　
過
日
、
皆
さ
ま
に
お
願
い
を

し
た
令
和
３
年
度
社
会
福
祉
協

議
会
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
会
費
と
し
て
寄
せ

ら
れ
た
貴
重
な
浄
財
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
う
様
々
な
地
域

福
祉
事
業
に
役
立
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
12
月
11
日（
土
）に
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
７
家
族
12
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
作
成
し
、
生
ク
リ
ー
ム
作
り
か
ら
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
11
月
17
日（
水
）に
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
村
か
ら
２
名
の
方

が
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
伝
達
い

た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
村
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●　福祉サービス利用に関する契約のお手伝い
●　医療費や、税金の支払い、生活費などの日常的な金銭の管理
●　年金証書や、通帳、実印などの重要な書類の預かり

詳細をお知りになりたい方は社会福祉協議会までお問い
合わせ下さい。

例えば

昭和村社会福祉協議会　☎２０－１１２６

◎
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
〈
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
の
役
職
員
功
労
者
〉

平
山
　
よ
し
子

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
職
員
）

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

川
越
　
照
子

（
社
会
福
祉
法
人
北
毛
清
流
会
　
職
員
）

クリスマスケーキ作り

社 協 だ よ り（第９１号）（７） 令和４年２月１５日



　９月１６日（木）に群馬県
遺族の会創立７５周年記
念大会が開催され、昭和
村遺族の会の保坂初次さ
んが会長表彰を受賞され
ました。保坂さんは長年
に渡り昭和村遺族の会の
正副会長を歴任され、現
在も副会長として会の活
動にご尽力をされていま
す。

　　９月～１月分

累計3,733㌔（約1,605,190個）
ワクチン1,015.7人分

１８０㌔（約７７，４００個）
ワクチン １８.０人分 

　社会福祉協議会では、ペットボトルのキャップ
を集めることにより、発展途上国の子ども達に
ワクチンを届けるボランティア活動を通じ、地球
の環境保全と世界の子ども達の命を守ろうとす
るエコキャップ推進運動に取り組んでいます。

ご協力
ありがとう
ございました

昭
和
の
湯

玄
関
左
横
で

随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す

エコキャップの

収集報告

群馬県遺族の会創立７５周年記念大会群馬県遺族の会創立７５周年記念大会

善 意 銀 行

社協に寄せられた善意の心 ありがとうございます

（９月～１月）

一、金　30,000円 … 匿名希望 様
一、金　86,898円 … 昭和村老人クラブ連合会 様
一、金　50,000円 … 廣田忠一 様
一、金　　3,737円 … 万年青会 様
一、金　　2,936円 … 匿名希望 様

ちょっと一言・・・

　
本
年
２
０
２
２
年
は
寅
年
で
す
が
、
本
来
の
干
支
で
い
う

と「
壬
寅（
み
ず
の
え
と
ら
）」に
な
る
そ
う
で
す
。
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
壬
は「
妊
」に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
は
ら
む
」「
生

ま
れ
る
」と
い
っ
た
意
味
を
持
ち
、「
寅
」は「
螾（
ミ
ミ
ズ
）」

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
春
の
草
木
が
生
ず
る
」と
い
う
意
味

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
壬
寅
に
は「
冬
が
厳
し
い
ほ
ど
春
の

芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、
華
々
し
く
生
ま
れ
る
年
に
な

る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　「
新
し
く
生
ま
れ
る
」や「
強
く
大
き
く
成
長
す
る
」と
い
っ

た
縁
起
の
よ
さ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
、
何
か
新
し

い
こ
と
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
　
　
　  

　 

（
C
）

ヒント：社◯資◯

〒379－1203　昭和村大字糸井６２４番地
昭和村社会福祉協議会「社協だより係」まで

・官製ハガキに答え、住所、氏名、年齢、職業、
　社協へのご意見･ご質問等を必ず書いて送って下さい。
・昭和村居住、勤務の方に限ります。
・正解者の中から３名の方に「昭和の湯」
　利用回数券（２，０００円券）を差し上げます。
・発表は発送に替えさせていただきます。
・締め切りは４月１５日（金）  ※当日消印有効

前号の答えは『介護タクシー』でした

あて先

応募規定

　人が困った時に、それを支える社会の制度や施
設、職業のことを指します。様々な種類があり、
医療・保健・福祉などの専門職だけでなく、学校
や行政関係、地域の商店やボランティアなども含
まれます。地域の課題や、支援を必要としている
方に対して、関係者がチームになり積極的に関わ
ることが重要とされます。

昭和村老人クラブ連合会 様

昭和の湯HP　http://showanoyu.showa-shakyo.jp
昭和の湯フェイスブック　https://www.facebook.com/showanoyu

（第９１号）（８）令和４年２月１５日

社会福祉協議会総務係

社 協 だ よ り


